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月
27
日
か
ら
第
１
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
諮
問
１
件
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
条
例
の

制
定
な
ど
50
議
案
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日

に
は
委
員
会
発
議
に
よ
る
発
議
１

件
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

５
日
と
６
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、

８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部

と
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。（
９
～
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

　　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
28
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

２ 平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

  （
会
期  
２
月
27
日
～
３
月
23
日
）

豊後大野市サイクリングハブ施設条例の制定

道の駅おおのの隣にサイクリングハブ施設を設置

市

バイオマスボイラー

バイオマスボイラーを使った足湯

内でサイクリング等を楽しむ者に

対して、良好な休憩の場を提供する

ことで広域的な交流を促進し、地域活性化

を図る拠点施設として、サイクリングハブ

施設を設置するものです。

　施設の電力や足湯の熱源として、太陽光自

家発電設備や竹チップを燃料とするバイオマ

スボイラーを設置。再生可能エネルギーの普

及啓発事業とも連携した事業として、賑わい

の場の創出による地域の活性化も目的として

います。

　県道 57 号の周辺部対策の一つとして、自

転車愛好家を主なターゲットに、本市への集

客を目指すもので、完成後は拠点施設から市

内道の駅や観光地などへの周遊ルートの提案

や、ロードレース大会等の開催も視野に入れ、

今後の交流人口の増加も期待されます。
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３月定例会（主な議決事項）

豊後大野市中小企業・小規模企業活性化基本条例の制定

豊後大野市保健センター条例の廃止

中小企業・小規模企業の活性化を市制の
　　重要施策の一つとして位置付け、条例を制定

千歳保健センターを
　　　　　　　千歳公民館機能の一部として活用

本市の中小企業・小規模企業の振興に

関し、基本理念や市の責務等を定め

ることで、中小企業・小規模企業の活性化

を図り、本市経済の持続的な発展等に寄与

することを目的として条例を制定するもの

です。

千歳支所と千歳公民館の再整備に伴い、

千歳保健センターを廃止して、千歳

公民館機能の一部として活用したいので、

条例を廃止するものです。

同
意

適
任

人
事
案
件

安
あ

部
べ

　一
かず

彦
ひこ

 氏
【三重町】

任期　自：平成 30 年  4 月 1 日
　　　至：平成 34 年  3 月 31 日

麻
あ そ う

生　誠
せい

一
いち

 氏
【清川町】

任期　自：平成 30 年  4 月 1 日
　　　至：平成 33 年  3 月 31 日

公平委員会委員の選任

衞
え

藤
とう

　玲
れい

子
こ

 氏
【大野町】

任期　自：平成 30 年  7 月 1 日
　　　至：平成 33 年  6 月 30 日

人権擁護委員候補者の推薦

固定資産評価審査委員会委員の選任
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《各会計の予算状況》

251億7500万円 251億7500万円

《一般会計予算の内訳》

会　　計　　名 平成 30 年度 平成 29 年度 増減額 増減率

特
別 
会 
計

国民健康保険 51 億 7905 万 3 千円 60 億 1009 万 3 千円 8 億 3104 万円　減 13.8％　減
後期高齢者医療 6 億 329 万 5 千円 5 億 7833 万 6 千円 2495 万 9 千円　増 4.3％　増
介護保険 64 億 5609 万 6 千円 63 億 7895 万円 7714 万 6 千円　増 1.2％　増
農業集落排水 1 億 9581 万 2 千円 2 億 2677 万 2 千円 3096 万円　減 13.7％　減
公共下水道 8256 万 7 千円 8558 万 8 千円 302 万 1 千円　減 3.5％　減
浄化槽施設 4662 万 8 千円 4738 万円 75 万 2 千円　減 1.6％　減
簡易水道 2 億 1139 万 9 千円 2 億 5779 万 2 千円 4639 万 3 千円　減 18.0％　減
太陽光発電事業 1 億 1000 万 4 千円 1 億 1000 万 4 千円 0 0

会　　計　　名 平成 30 年度 平成 29 年度 増減額 増減率

企 

業 

会 

計

上  

水  

道

収益的収入 3 億 5216 万 5 千円 2 億 7438 万 5 千円 7778 万円　増 28.3％　増
収益的支出 3 億 9096 万円 2 億 8979 万 3 千円 1 億 116 万 7 千円　増 34.9％　増
資本的収入 1635 万 4 千円 475 万 6 千円 1159 万 8 千円　増 243.9％　増
資本的支出 1 億 2708 万 4 千円 9804 万 3 千円 2904 万 1 千円　増 29.6％　増

病
院
事
業

収益的収入 35 億 9751 万 3 千円 36 億 5104 万円 5352 万 7 千円　減 1.5％　減
収益的支出 37 億 2473 万 1 千円 38 億 3066 万 8 千円 1 億 593 万 7 千円　減 2.8％　減
資本的収入 4980 万 4 千円 4500 万 4 千円 480 万円　増 10.7％　増
資本的支出 3 億 1972 万 6 千円 3 億 2864 万 4 千円 891 万 8 千円　減 2.7％　減

構成比は、表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所があります。

251億7500万円
　平成 30 年度の一般会計予算総額は、平成 29 年 6 月補正後（肉付け予算）の予算額
と比較して、6％増の 251 億 7500 万円で可決されました。

平成30年度
一般会計予算

歳出

合計

歳入

合計

①その他自主財源
　33億 5687万 7千円
　（13.3％）
【内訳】
◆分担金及び負担金
　4億 2273万 8千円
　（1.7％）
◆使用料及び手数料
　4億 6889万 5千円
　（1.9％）
◆財産収入
　5015万 9千円
　（0.2％）
◆寄附金
　7000万 1千円
　（0.3％）
◆繰入金
　21億 6422万 8千円
　（8.6％）
◆諸収入
　1億 8085万 6千円
　（0.7％）
②その他依存財源
　11億 5015万 4千円
　（4.6％）
【内訳】
◆地方譲与税
　3億 4859万 8千円
　（1.4％）
◆地方交付金
　8億 155万 6千円
　（3.2％）

市税
30億2841万8千円
（12.0％）総務費

40億5123万6千円
（16.1％）

民生費
78億1366万3千円
（31％）

衛生費
21億643万3千円
（8.4％）

土木費
16億5882万7千円
（6.6％）

消防費
9億2496万5千円
（3.7％）

災害復旧費
11億5139万2千円
（4.6％）

公債費
29億4742万4千円
（11.7％）

諸支出金
1千円
（0％）

予備費
5千万円
（0.2％） 議会費

1億8113万8千円
（0.7％）

教育費
20億2470万1千円
（8％）

労働費
1839万9千円（0.1％）

農林水産業費
18億8292万9千円（7.5％）

商工費
3億6389万2千円
（1.4％）

地方交付税
97億2964万3千円
（38.6％）

国・県支出金
58億8470万8千円
（23.4％）

市債
17億2520万円
（6.9％）

依存財源
（73.4％）

自主財源
（26.6％）

①

②

繰越金
3億円
（1.2％）



5 （第58号2018.5）

３月定例会（主な議決事項）

木質バイオマス発電所周辺整備事業
2億1088万円

大原総合体育館大規模改修事業
3億1500万円

都市再生整備事業
2億210万円

市有建物解体工事請負費
3億6834万円

中学校施設維持補修事業
2777万6千円

オリジナル住宅事業
903万6千円

　測量設計や土地等の購入を行うもの。

　温水プールの長寿命化のため改修を行う
もの。

　三重町駅周辺整備の調査設計や土地等を
購入するもの。

　旧緒方工業高校や旧温見小学校を解体す
るもの。

　犬飼中テニスコート新設工事や三重中グ
ラウンド外灯設置など、中学校施設設備の
整備を行うもの。

　旧大野高校跡地の宅地開発に伴う分譲宅
地の販売を行うもの。
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委
員
会
審
査
報
告

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

総
務 

常
任
委
員
会

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会

●
豊
後
大
野
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施

設
条
例
の
制
定

問　
休
憩
室
の
利
用
で
一
般
の
利
用
者

に
料
金
は
発
生
し
な
い
の
か
。

答　
休
憩
室
の
使
用
料
は
イ
ベ
ン
ト
等

の
際
、
有
料
で
お
茶
な
ど
の
提
供
を
行

う
事
業
者
等
に
発
生
す
る
も
の
で
、
来

場
者
に
は
料
金
を
頂
く
よ
う
に
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

問　
芝
広
場
の
平
米
当
た
り
10
円
と
い

う
の
は
、
細
か
い
気
が
す
る
が
、
ど
う

い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
露
天
商
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
建
て

る
テ
ン
ト
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
、
隣
の
道
の
駅
と
も
連
携
し

て
い
き
た
い
の
で
、
道
の
駅
と
同
じ
よ

う
な
料
金
体
系
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

意
見　

一
般
の
人
の
利
用
に
料
金
が
必

要
な
い
と
い
う
話
は
わ
か
り
や
す
く
広

報
し
た
ほ
う
が
良
い
。

●
豊
後
大
野
市
不
妊
治
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

豊
後
大
野
市
が
行
っ
て
い
る
不
妊
治

療
に
か
か
る
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
、

現
行
の
１
年
度
に
つ
き
５
万
円
の
限
度

額
を
10
万
円
に
引
き
上
げ
て
、
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

問　
制
限
は
な
い
の
か
。

答　
市
の
一
般
不
妊
治
療
の
助
成
は
、

回
数
や
年
齢
、
所
得
の
制
限
を
一
切
し

て
い
ま
せ
ん
。

●
豊
後
大
野
市
い
じ
め
対
策
委
員
会
条

例
の
制
定

　

豊
後
大
野
市
立
の
小
・
中
学
校
で
、

い
じ
め
の
防
止
、
い
じ
め
の
早
期
発
見

や
い
じ
め
の
対
処
等
が
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
と

と
も
に
、
重
大
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
、
必
要
な
事
項
を
調
査
す
る
た
め
、

豊
後
大
野
市
い
じ
め
対
策
委
員
会
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

問　
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
の
申
し

出
に
よ
り
委
員
会
を
開
く
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
い
い
の
か
。

答　
市
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
ま
た

県
教
委
、
ど
の
場
合
で
も
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
委
員
会
を
招
集
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
が
判
断
を
挟
む
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
豊
後
大
野
市
定
住
促
進
に
係
る
持
家

取
得
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
豊
後
大
野
市
定
住
促
進
に
係
る
空

き
家
改
修
の
補
助
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

県
外
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
、
当
該
契
約
締
結
日
に
引
き
続
く

当
該
日
前
の
市
外
に
お
け
る
居
住
期
間

が
継
続
し
て
５
年
以
上
あ
る
者
、
と
い

う
要
件
を
付
し
て
助
成
の
対
象
と
し
て

い
た
も
の
を
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
は

５
年
の
期
間
を
撤
廃
し
、
市
外
か
ら
の

移
住
者
は
従
前
ど
お
り
、
５
年
以
上
の

要
件
を
つ
け
る
も
の
で
す
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
７
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し

ま
し
た
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
12
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し

ま
し
た
。
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３月定例会（委員会審査報告、議員発議）

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

●
豊
後
大
野
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

簡
易
水
道
事
業
の
う
ち
、
千
歳
簡
易

水
道
事
業
を
豊
後
大
野
市
水
道
事
業
に

統
合
す
る
も
の
で
す
。

問　
通
常
考
え
る
と
、
統
合
さ
れ
た
ら

給
水
人
口
が
増
え
て
い
い
と
思
う
が
、

な
ぜ
計
画
給
水
人
口
が
減
っ
て
い
る
の

か
。

答　
給
水
人
口
や
給
水
量
の
推
計
を
行

い
、
平
成
36
年
度
を
目
標
年
次
に
し
た

給
水
人
口
、
１
日
最
大
給
水
量
で
認
可

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

議員の権限
議員発議

合併特例債の適用期限の再延長を求める意見書

可
決

　平成 17 年３月、７カ町村が合併し誕生した本市においては、将来にわたり持続可能な行
財政基盤を確立するため職員数の削減、公共施設の整理・統廃合や補助金の見直し等を行い、
市民全員で痛みを分かち合いながらも、合併特例債を有効に活用しながら、市役所新庁舎
や消防新庁舎の建設、情報通信網の整備等を行ってきた。
　今後においても合併特例債を財源として、地域福祉や災害時の拠点施設となる地域総合
コミュニティセンターの建設等、合併前町村のインフラ整備が控えているが、本市におい
てもこれらの事業の円滑かつ計画的な実施に大きな影響がでるのではないかと危惧される。
　よって、豊後大野市議会では、今後予定してある合併基盤整備事業の確実な実行を担保す
るため、政府に対し、合併特例債の適用期限を再度５年間延長されるよう強く要望し、意
見書を提出する。

●
豊
後
大
野
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
る

大
分
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
改
正

状
況
等
を
勘
案
し
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
、
道
路
占
用
料
の
額
や
算
定
方
法
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問　
国
の
改
正
を
受
け
て
の
条
例
改
正

か
。

答　
国
の
改
正
を
受
け
て
、
県
も
改
正

す
る
と
情
報
提
供
が
あ
り
、
県
の
占
用

料
の
見
直
し
た
基
準
に
沿
っ
て
、
市
も

見
直
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
12
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し

ま
し
た
。
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３月定例会（賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況（平成30年第1回定例会）
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　佐藤辰己議員は議長職のため表決権はありません。

会派名
議
決
月
日

議
決
結
果

創生会 市民クラブ 緑政会

　　　　　　　　　　　議員名

件　名　　　　　　　　　　　

赤
峰　

映
洋

小
野　

泰
秀

小
野　

順
一

宮
成　

昭
義

生
野　

照
雄

衞
藤　

正
宏

沓
掛　

義
範

田
嶋　

栄
一

後
藤　

雅
克

衞
藤　

竜
哉

穴
見　

眞
児

吉
藤　

里
美

嶺　
　

英
治

内
田　

俊
和

川
野　

優
治

首
藤　

正
光

神
志
那
文
寛

人権擁護委員候補者の推薦（諮問第1号） 2月27日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度豊後大野市一般会計補正予算（第6号） 3月 9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 3月 9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第4号） 3月 9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成29年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算（第1号） 3月 9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市総合計画策定審議会条例等の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市災害被害者に対する市税の減免に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市サイクリングハブ施設条例の制定 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市定住促進に係る持家取得の助成に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市定住促進に係る空き家改修の補助に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市国民健康保険条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市保健センター条例の廃止 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市不妊治療費助成に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市後期高齢者医療に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市介護保険条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並
びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の要
件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並
びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市指定居宅介護支援の事業に係る申請者の要件並
びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市祖母山九合目山小屋条例の廃止 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○
豊後大野市中小企業・小規模企業活性化基本条例の制定 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市都市公園条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市道路占用料徴収条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市水道事業の設置等に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市スクールバス条例及び豊後大野市学校教育審議会条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市いじめ対策委員会条例の制定 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市消防手数料条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（道の駅みえ） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（道の駅きよかわ） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（道の駅原尻の滝） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（道の駅あさじ） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（道の駅おおの） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（里の駅やすらぎ交差点） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市一般会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成30年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成30年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成30年度豊後大野市介護保険特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成30年度豊後大野市農業集落排水特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市公共下水道特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市簡易水道特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市太陽光発電事業特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市上水道特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市病院事業特別会計予算 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市公平委員会委員の選任 3月23日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任 3月23日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定（豊後大野市俚楽の郷伝承体験館） 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市議会委員会条例の一部改正 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併特例債の適用期限の再延長を求める意見書 3月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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が8名の議員
を問う市政

月５日と６日に行われた一般質問には８名の議員が登壇し、災害復旧や学校図書館、肉用牛振興、
新図書館・資料館建設など 20 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

３

穴見眞児（10 ページ）
・災害復旧について
・教職員の長時間労働について

神志那文寛（11 ページ）
・生活保護基準引き下げの影響について
・ＪＲの大幅減便に、どう対応したか

赤峰映洋（12 ページ）
・中学校統廃合の可能性について
・学校図書館の今後の在り方は

川野優治（13 ページ）
・本市の農業の将来は
・いじめをなくせ

沓掛義範（14 ページ）
・今後の水田農業の取り組みは
・肉用牛の振興は
・加工用農産物に対する市の取り組みは
・市役所の分煙対策は

宮成昭義（15 ページ）
・県道 57 号沿線での地域振興対策は
・持続可能なまちづくりとは

吉藤里美（16 ページ）
・部落差別解消のため、
　　どのような施策を展開するか
・男女平等と男女共同参画社会の
　　実現の取り組み状況は

後藤雅克（17 ページ）
・地域おこし協力隊の積極的活用を
・20 億円超の新図書館・資料館建設の
　　コスト抑制を

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
　　市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一般質問
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一　般　質　問

災害復旧について

教職員の長時間労働について

〜 早期復旧に向けて全力で取り組む 〜

〜 今後も教職員の労働環境改善に向け取り組む 〜

質
　

昨
年
の
台
風
18
号
の
被

害
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
は
。

　

ま
た
、
田
植
え
ま
で
の

復
旧
が
困
難
な
場
合
の
市

の
対
応
は
。

質
　

学
校
現
場
で
の
長
時
間

労
働
の
実
態
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
解
消
に
向
け
て

の
対
策
は
。

　

昨
年
12
月
末
に
国
の
査

定
が
終
わ
り
、
農
地
と
農

業
用
施
設
を
合
わ
せ
て
、

６
６
８
件
、
８
８
７
カ
所

で
し
た
。

　

復
旧
事
業
へ
の
国
の

補
助
率
は
、
激
甚
災
害

指
定
を
受
け
、
農
地
が

95
・
１
％
、
農
業
用
施
設

が
98
・
３
％
と
な
り
、
地

元
負
担
金
の
軽
減
に
つ

答
農
林
整
備
課
長

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

契
約
に
至
ら
な
い
工
事

も
あ
り
ま
す
が
、
申
請
者

に
は
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
早
期
復
旧
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

教
員
の
長
時
間
労
働
の

原
因
は
、
学
校
現
場
を
取

り
巻
く
環
境
の
複
雑
化
、

多
様
化
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

本
市
で
も
昨
年
の
調
査

で
は
、
10
月
の
一
月
平
均

の
時
間
外
勤
務
が
、
小
学

校
で
69
時
間
、
中
学
校
で

95
時
間
と
な
り
、
長
時
間

労
働
に
対
す
る
課
題
が
浮

か
び
上
が
っ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
長
時
間
労
働

の
縮
減
目
標
を
30
％
と
し

た
「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン

２
０
１
８
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

教
職
員
の
労
働
環
境
の
改

善
に
向
け
、
取
り
組
み
ま

す
。 答

教
育
長

穴
あ な

 見
み

 眞
し ん

 児
じ

市民クラブ

　

ま
た
、
作
付
け
が
困
難

な
水
田
は
、
経
営
所
得
安

定
対
策
の
交
付
金
制
度
を

活
用
し
て
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
完

全
復
旧
に
取
り
組
み
ま

す
。



11 （第58号2018.5）

〜 8名の議員が市政を問う〜

ＪＲの大幅減便に、どう対応したか
〜 ＪＲ九州へ申し入れを行う 〜

質

質

質

質

　

国
会
で
５
年
に
一
度
の

生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

 

見
直
し
が
行
わ
れ
た
場

合
、
豊
後
大
野
市
に
お
け

る
影
響
は
。

　

保
護
を
受
け
て
い
な
い

低
所
得
者
向
け
47
事
業
に

影
響
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

影
響
が
出
な
い
よ
う
対
応

す
べ
き
で
は
。

　
「
生
活
保
護
は
恥
だ
」
と

の
意
識
や
、
生
活
保
護
に

対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
生
活

保
護
制
度
へ
の
正
し
い
情

報
を
広
報
す
べ
き
で
は
。

　

豊
肥
線
で
は
普
通
列
車

６
本
、
特
急
列
車
２
本
の

減
便
で
あ
り
、
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。

豊
後
大
野
市
と
し
て
住
民

の
利
益
を
守
る
立
場
で
対

応
す
べ
き
で
は
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
全

体
と
し
て
都
市
部
で
は
減

額
、
地
方
郡
部
で
は
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

本
年
１
月
１
日
現
在
の

被
保
護
世
帯
数
４
４
２
世
　

国
は
、
で
き
る
限
り
そ

の
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う

　

生
活
保
護
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
方
に
は
、
今
後

と
も
民
生
委
員
や
福
祉
関

係
機
関
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
、
情
報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

答
社
会
福
祉
課
長

答
社
会
福
祉
課
長

答
社
会
福
祉
課
長

　

本
市
と
し
て
は
、
１
月

答
市
長

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
影
響
に
つ
い
て

〜 

約
２
割
の
被
保
護
世
帯
で
減
額 

〜

帯
の
う
ち
、
推
計
で
増
額

す
る
世
帯
は
約
８
割
、
減

額
す
る
世
帯
は
約
２
割
と

な
り
ま
す
。

に
対
応
す
る
と
の
考
え
方

を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
通
達
等
に
基
づ
き
、
適

切
に
対
処
し
て
い
き
た

い
。

神
こ う

志
じ

那
な

文
ふ み

寛
ひ ろ

日本共産党

30
日
に
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
十
分
な
説
明
が
な
さ

れ
る
こ
と
、
利
用
者
の
利

益
の
保
護
に
最
大
限
の
配

慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
民
や
学
校

生
徒
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
、

早
急
に
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
申
し

入
れ
を
行
い
ま
す
。



12（第58号2018.5）

一　般　質　問

質

質

質

質

　

旧
町
村
ご
と
に
中
学
校

が
あ
る
が
、
生
徒
数
の
減

少
に
伴
い
、
旧
町
村
を
越

え
て
の
統
合
は
考
え
て
い

な
い
か
。

　

学
校
図
書
館
は
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
主

体
的
に
学
ぶ
場
所
と
し
て

最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で

あ
る
。
学
校
司
書
の
意
見

を
十
分
反
映
し
た
運
営
を

し
て
い
る
か
。

　

教
員
と
司
書
の
連
携
は
、

教
員
の
仕
事
の
軽
減
や
生

徒
に
向
き
合
う
時
間
を
多

く
す
る
こ
と
に
も
大
変
効

果
が
あ
る
と
思
う
。

　

現
在
、
近
く
の
学
校
と

兼
務
し
て
い
る
学
校
が
あ

る
が
、
各
学
校
に
一
人
を

配
置
す
る
考
え
は
。

　

教
職
員
の
職
場
環
境
の

改
善
と
改
革
は
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

　

昨
年
５
月
時
点
で

は
、
中
学
校
の
生
徒
数
が

８
３
１
人
で
す
。
10
年
後

に
は
約
１
０
０
人
の
減
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

旧
町
村
ご
と
に
あ
る
中

学
校
は
地
域
と
と
も
に
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
当
面
の
統
廃
合
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

図
書
館
で
朝
の
読
書
活

動
を
行
っ
た
り
、
児
童
・

生
徒
の
読
書
感
想
文
や
読

書
感
想
画
の
掲
示
、
さ
ら

に
図
書
委
員
会
に
よ
る
読

　

学
校
司
書
は
、
兼
務
校

は
あ
り
ま
す
が
、
司
書
資

格
を
持
つ
嘱
託
職
員
13
人

を
小
・
中
18
校
に
配
置
し

て
い
ま
す
。

　

図
書
館
活
用
の
在
り
方

や
司
書
と
の
連
携
に
つ
い

て
研
究
を
深
め
、
よ
り
使

い
や
す
い
図
書
館
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

予
算
や
他
市
の
状
況
等

を
把
握
し
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減

は
、
教
職
員
の
働
く
環
境

を
整
え
、
学
校
の
教
育
力

の
維
持
と
向
上
を
図
る
上

で
重
要
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
の
力
を
お

借
り
す
る
こ
と
等
と
と
も

に
、
本
年
度
か
ら
豊
後
大

野
市
働
き
方
改
革
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
学
校
教
育
課
長

答
教
育
長

書
月
間
の
企
画
を
行
う
な

ど
、
司
書
と
連
携
し
な
が

ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

中学校統廃合の可能性について

学校図書館の
　　　 今後の在り方は

〜 当面考えていない 〜

〜 利用促進や読書活動の
　　　　　　　　　充実を進める 〜

赤
あ か

 峰
み ね

 映
て る

 洋
ひ ろ

創　生　会
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〜 8名の議員が市政を問う〜

いじめをなくせ

本市の農業の将来は

〜 より充実した対応を図る 〜

〜 魅力とやりがいがあるものにする 〜

質
　

就
農
者
人
口
の
激
減
が

予
想
さ
れ
る
中
、
本
市
の

農
業
の
将
来
は
大
丈
夫
か
。

　

本
市
は
県
下
で
も
有
数

の
農
業
地
帯
で
あ
り
、
各

種
圃
場
整
備
事
業
に
よ
っ

て
生
産
基
盤
が
整
備
さ

れ
、
作
物
の
生
育
に
適

し
た
農
地
を
有
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
担
い
手
で
あ
る

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農

組
織
を
中
心
に
、
低
コ
ス

ト
・
省
力
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

答
農
業
振
興
課
長

質
　

い
じ
め
対
策
は
。

　

学
校
で
は
、
ま
ず
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
を
第
一

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
学
級

で
の
人
権
教
育
、
各
行
事

を
通
し
た
異
学
年
交
流
、

小
・
中
連
携
で
の
取
り
組

み
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
把
握

し
た
場
合
は
、
管
理
職
、

生
徒
指
導
主
任
等
を
中
心

と
し
た
校
内
い
じ
め
対
策

委
員
会
な
ど
で
組
織
的
に

対
応
す
る
こ
と
を
各
種
会

議
で
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

解
決
に
当
た
り
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
専
門
的

ス
タ
ッ
フ
の
力
を
活
用
し

な
が
ら
、
早
期
解
決
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

答
教
育
長

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
資

源
や
人
材
を
十
分
に
生
か

せ
る
産
業
は
、
農
業
を
お

い
て
他
に
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
・
安
心
な

農
畜
産
物
を
生
産
す
る
た

め
、
農
地
中
間
管
理
事
業

を
積
極
的
に
活
用
し
、
農

業
委
員
会
と
連
携
し
て
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
経
営
所
得

川
か わ

 野
の

 優
ゆ う

 治
じ

緑 政 会

安
定
対
策
に
よ
り
、
担
い

手
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
組
織
等
を
基
本
に
、麦
、

大
豆
、
飼
料
用
米
な
ど
、

需
要
に
応
じ
た
作
物
の
生

産
振
興
に
よ
り
、
自
ら
の

経
営
判
断
で
作
物
を
選
択

す
る
な
ど
、
目
標
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
農
業
経
営
者

が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

※スクールカウンセラーとは…
　子どもの臨床心理に関して高度な専門的知識を有する臨床心理士などで、不登校やいじめなどに対す
　る指導、児童生徒の問題行動などに対応するためのカウンセリングや教職員への助言などを行う職員。

※スクールソーシャルワーカーとは…
　ソーシャルワーカーとは、主に社会的弱者への福祉相談業務
　に従事する福祉職の専門家であり、スクールソーシャルワー
　カーは、そのうち教育機関において、当該任務に就く者のこと。

※

※
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一　般　質　問

沓
く つ

 掛
か け

 義
よ し

 範
の り

質

質

　

平
成
30
年
度
か
ら
米
の

減
反
政
策
の
廃
止
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止

に
伴
う
、
今
後
の
水
田
農

業
の
取
り
組
み
は
。

質

質

　

市
内
に
は
多
く
の
農
産

加
工
施
設
が
存
在
し
て
い

る
。「
大
分
の
野
菜
畑　

豊

後
大
野
」
の
い
っ
そ
う
の

実
践
と
農
家
所
得
の
向
上

　

市
役
所
の
正
面
玄
関
前

の
喫
煙
場
所
は
、
受
動
喫

煙
の
影
響
を
考
え
る
と
適

切
な
環
境
で
は
な
い
と
思

う
が
。

　

加
工
原
料
野
菜
の
生
産

と
供
給
は
、
集
落
営
農
法

人
を
は
じ
め
、農
業
法
人
、

葉
物
野
菜
の
生
産
者
を
中

心
に
個
別
に
推
進
し
た
結

果
、
総
栽
培
面
積
41
・
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

加
工
野
菜
の
生
産
は
、

６
次
産
業
化
を
進
め
る
本

市
で
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ま
を
受
動
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら

守
る
た
め
、
改
正
さ
れ
る

健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、

受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
に

適
切
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、基
金
の
要
件
は
、

よ
り
多
く
の
生
産
者
に
広

く
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
観
点
で
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
市

場
の
動
向
を
踏
ま
え
、
今

後
よ
り
よ
い
基
金
の
活
用

を
進
め
た
い
。

　

経
営
の
維
持
、
拡
大
を
図

る
上
で
、
基
金
の
内
容
を
精

査
し
、
導
入
牛
の
貸
付
額
の

拡
充
は
で
き
な
い
か
。

　

国
が
策
定
す
る
需
給
見

通
し
等
を
踏
ま
え
、
生
産

者
や
集
荷
業
者
、
団
体
が

中
心
と
な
り
、
需
要
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
主
食
用
米
、

麦
、
大
豆
、
園
芸
作
物
、

飼
料
用
米
等
の
戦
略
作
物

助
成
や
産
地
交
付
金
制
度

を
活
用
し
、
水
田
フ
ル
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答
農
業
振
興
課
長

フレッシュグルメ（犬飼町）

答
市
長

答
総
務
課
長

答
農
業
振
興
課
長

創　生　会

今後の水田農業の取り組みは

肉用牛の振興は

市役所の分煙対策は

加工用農産物に対する
　　　市の取り組みは

〜 水田フル活用を図る 〜

〜 よりよい基金の活用を進める 〜

〜 防止対策に適切に取り組む 〜

〜 積極的に取り組む 〜

の
た
め
、
加
工
原
料
の
生

産
と
供
給
の
体
制
が
重
要

で
は
。

※米の直接支払交付金 ･･･
　平成 26 年産米から経過措置として設けられていた米の直接支払交付金は、平成 30 年産米から廃止されますが、水田は、これまでどおり主食用米の生産と麦・大豆、
　園芸作物、飼料用米等を組み合わせ、最大限活用していくことが求められており、引き続き戦略作物の助成や産地交付金制度は維持され、作付面積等により交付金が
　交付されます。

※



15 （第58号2018.5）

〜 8名の議員が市政を問う〜

県道 57 号沿線での地域振興対策は

持続可能なまちづくりとは
〜 地域経済や生活の質、良好な
　 生活環境などの維持・向上を目指す 〜

〜 地域活力の低下は大きな課題 〜

質質

質

質

　

中
九
州
横
断
道
路
が
開

通
し
、
県
道
57
号
沿
線
４

町
の
交
通
量
の
激
減
に
伴

い
、
閑
散
と
し
て
い
る
周

辺
地
域
対
策
の
現
状
と
取

り
組
み
は
。

　

千
歳
町
は
、
食
料
品
店

や
飲
食
店
が
な
く
な
り
、

　

豊
後
大
野
市
の
未
来
を

見
据
え
、
持
続
可
能
な
豊

後
大
野
市
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
実
行
性
の
あ
る

施
策
に
取
り
組
む
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
持
続
可
能

な
豊
後
大
野
市
づ
く
り
の

将
来
像
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

　

公
約
の
一
つ
で
あ
る
働

く
場
の
確
保
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

　

定
住
人
口
の
確
保
や
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
、

中
九
州
横
断
道
路
を
地
域

づ
く
り
の
社
会
基
盤
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　

中
九
州
横
断
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
地
域
の
魅
力

の
一
つ
と
し
て
、
移
住
や

定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
住
民
福
祉
の
向

　

地
場
産
業
へ
の
雇
用
や

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
、

起
業
に
よ
る
職
の
確
保
な

ど
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
に
よ
る
事
業

者
の
活
力
の
創
造
や
雇
用

機
会
の
拡
大
、
加
工
品
の

開
発
、
情
報
関
連
企
業
の

誘
致
促
進
の
た
め
の
補
助

制
度
創
設
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
雇
用
創
出
に

向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

答
市
長

答
市
長

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

創　生　会

交
通
量
の
減
に
よ
り
、
閉

店
や
人
口
減
少
が
進
み
、

町
と
し
て
の
基
盤
が
壊
れ

か
ね
な
い
状
況
で
あ
り
、

町
民
が
一
堂
に
会
す
る
行

事
等
も
な
く
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
も
危
惧

さ
れ
て
い
る
が
。

上
を
図
り
、
こ
の
ま
ち
に

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

環
境
作
り
が
必
要
で
す
。

 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
は
、
生
産
年

齢
人
口
の
中
心
的
役
割
を

担
う
若
者
を
い
か
に
定
住

へ
結
び
つ
け
て
い
く
か
が

重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
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一　般　質　問

吉
よ し

 藤
ふ じ

 里
さ と

 美
み

部落差別解消のため、どのような
　　　　　　　 施策を展開するか

男女平等と男女共同参画社会の
　　　　　実現の取り組み状況は

質

質

質

　

１
８
７
１
年
の
解
放
令

に
よ
り
、
法
的
に
は
平
等

と
な
っ
て
１
５
０
年
近
く

に
な
る
が
、
部
落
差
別
は

い
ま
だ
に
存
在
し
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人

が
つ
ら
く
悲
し
い
思
い
を

し
、
今
で
も
結
婚
差
別
や

就
職
差
別
と
い
っ
た
人
生

の
大
切
な
節
目
で
、
差
別

が
起
き
て
い
る
実
態
が
あ

る
。

　

部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
２
年
目
だ
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開

す
る
か
。

　

平
成
18
年
に
第
１
次
の

計
画
が
策
定
さ
れ
、「
男
女

平
等
を
め
ざ
し
た
人
づ
く

り
」、「
男
女
共
同
参
画
の

実
現
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
」、「
男
女
が
と
も
に
参

画
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

三
つ
を
基
本
目
標
と
さ
れ

て
き
た
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
、
取
り
組
む
か
。

　

人
権
教
育
・
啓
発
基
本

計
画
の
改
正
の
主
な
点
は
。

　
「
部
落
差
別
を
解
消
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
努
め
、
部
落

差
別
の
な
い
豊
後
大
野
市

を
目
指
す
こ
と
」
な
ど
７

つ（
②
～
⑦
記
載
は
省
略
）

の
具
体
的
な
推
進
方
針
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

改
定
し
た
豊
後
大
野
市

人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計

画
に
よ
り
、
教
育
・
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
担
当
課
の
名
称

を
平
成
30
年
度
か
ら
人

権
・
部
落
差
別
解
消
推
進

課
に
改
め
、
市
民
皆
さ
ま

へ
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

答
人
権
推
進
同
和
対
策
課
長

答
人
権
推
進
同
和
対
策
課
長

　

性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
自
分
ら
し
い
生
き

方
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

各
種
事
業
を
推
進
し
ま

す
。 答

人
権
推
進
同
和
対
策
課
長

市民クラブ

〜 平成 29 年度に改定した豊後大野市
 　人権教育・啓発基本計画により推進する 〜

〜 第２次ぶんごおおの生き活きプラン
　　　　　　　 により取り組んでいる 〜

そ
の
他
の
質
問

・
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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〜 8名の議員が市政を問う〜

20 億円超の新図書館・資料館
　　　　　　 建設のコスト抑制を

地域おこし協力隊の積極的活用を

後
ご

 藤
と う

 雅
ま さ

 克
か つ

質

質質

質質

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等

の
進
行
が
著
し
い
本
市
に

お
い
て
、
市
外
の
人
材
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
本
市

へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る

こ
と
は
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
に
も
資
す
る
有
効
な

方
策
と
考
え
る
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の

活
用
は
。

　

維
持
運
用
経
費
は
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や

維
持
補
修
費
も
毎
年
必
要

　

財
政
の
非
常
に
厳
し
い

本
市
で
、
新
た
な
起
債
に

よ
り
、
総
事
業
費
20
億
円

を
超
え
る
新
図
書
館
の
建

設
は
、
よ
り
慎
重
に
議
論

を
重
ね
、
判
断
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

複
雑
な
形
状
に
計
画
さ

れ
て
い
る
が
建
築
コ
ス
ト

は
検
討
し
た
の
か
。

　

現
在
の
約
２
８
０
０
万

円
か
ら
約
７
千
万
円
の
支

出
が
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

長
く
市
民
と
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
の
で
、
計

画
を
進
め
た
い
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ス
ト
削
減

が
で
き
る
と
こ
ろ
は
取
り

組
み
ま
す
。

　

現
在
、
６
名
が
活
動
中

で
、
平
成
30
年
度
も
４
名

採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
支
援
を
必
要
と
す
る

分
野
や
地
域
が
あ
れ
ば
協

力
隊
員
の
受
け
入
れ
を
検

討
し
ま
す
。

答
社
会
教
育
課
長

答
市
長

答
市
長

　

市
民
講
座
や
検
討
委
員

会
等
で
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
、
周
辺
自
治

体
も
参
考
に
計
画
し
ま
し

た
。

　

市
民
の
意
見
を
反
映
し

レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た

が
、
今
後
の
実
施
設
計
等

で
コ
ス
ト
削
減
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

答
社
会
教
育
課
長

答
社
会
教
育
課
長

図書館建設予定地

創　生　会

〜 今後コスト削減に重点を
    　　　　　　　置きながら対応する 〜

〜 必要とする分野や地域があれば
　　　　　　　　　　 受け入れを検討する 〜

と
な
る
。
造
っ
て
か
ら
で

は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

建
物
の
形
状
や
広
さ
の
再

考
を
。
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事
務
事
業
評
価

　
執
行
部
の
回
答
は
…

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

　

小
規
模
集
落
対
策
事
業

及
び
地
域
活
動
支
援
事
業

【
委
員
会
評
価
と
概
要
】

　

対
象
と
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

将
来
、
高
齢
化
率
の
上

昇
で
対
象
と
な
る
可
能
性

が
高
い
地
域
に
対
し
て
も

本
事
業
の
有
用
性
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
を
。

　

利
用
し
づ
ら
い
一
面
も

窺
え
る
た
め
、
交
付
条
件

を
緩
和
す
る
な
ど
の
検
討

が
必
要
。

【
報
告
書
の
回
答
】

　

地
域
振
興
協
議
会
の
設

立
対
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
旧
小
学
校
区
が

見
受
け
ら
れ
る
と
の
ご
指

摘
は
、
引
き
続
き
、
設
立

に
向
け
た
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
対
象
外
の
旧
小

学
校
区
に
も
小
規
模
集
落

は
増
え
て
き
て
い
る
た

め
、
市
総
務
課
や
自
治
会

　

平
成
29
年
９
月
定
例
会
に
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
評
価
報
告
書
を
執

行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
評
価
報
告
書
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
第
56
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

　

外
国
語
指
導
助
手
事
業

【
委
員
会
評
価
と
概
要
】

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂

等
で
事
業
の
持
つ
役
割
が

広
が
る
と
予
想
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
指
導
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
担

当
教
員
の
負
担
増
は
確
実

で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
質
の
向
上

や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、
ま
た

支
援
を
す
る
た
め
に
も
、

教
育
委
員
会
が
組
織
と
し

て
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
関
わ
る
体
制

が
必
要
。
加
え
て
、
懸
念

さ
れ
る
人
材
の
確
保
を
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

　

担
い
手
育
成･

確
保
事
業

【
委
員
会
評
価
と
概
要
】

　

予
算
配
分
や
採
択
さ
れ

る
条
件
が
厳
し
い
事
業
も

あ
り
、
申
請
し
た
年
度
に

受
け
ら
れ
な
い
実
態
も
あ

る
。

　

よ
り
多
く
の
担
い
手
が

意
欲
あ
る
時
期
に
事
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
支
援

拡
充
の
検
討
を
。

　

農
業
の
担
い
手
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
事
業
実
施
を

期
待
。

継
続

拡
充

拡
充

評
価
報
告
書
の
概
要

連
合
会
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
市
全
地
域
を
対
象
と

し
た
地
域
活
動
の
中
心
を

担
う
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
枠
組
み
や

制
度
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
本
事
業
を
利
用

し
づ
ら
い
一
面
が
窺
え
る

と
の
ご
指
摘
に
は
、
地
域

づ
く
り
交
付
金
事
業
な
ど

の
地
域
振
興
協
議
会
へ
の

財
政
的
支
援
や
拠
点
施
設

の
確
保
に
つ
い
て
、
新
た

な
組
織
・
制
度
の
検
討
と

並
行
し
て
制
度
の
見
直
し

を
進
め
た
い
。

　

地
域
振
興
協
議
会
に
お

け
る
連
絡
協
議
会
の
設
立

が
重
要
と
の
ご
指
摘
は
、

す
で
に
設
立
さ
れ
た
七
つ

の
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、

地
域
支
援
員
や
役
員
が
直

接
、
他
の
協
議
会
の
拠
点

施
設
を
訪
問
し
、
取
り
組

み
状
況
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
特
色
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
新
し
く
設
立
さ

れ
る
協
議
会
に
は
身
近
に

あ
る
先
進
地
と
な
る
の
で
、

情
報
交
換
等
が
で
き
る
場

と
し
て
の
連
絡
協
議
会
の

設
立
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

土師振興協議会の取り組み
旧土師郵便局を改装したカフェ「bluemarket HAJIPOST」
オープニングイベント（平成 28 年度）
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事務事業評価　執行部の回答は…

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
報
告
書
の
回
答
】

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
に

よ
り
、
平
成
32
年
度
よ
り

英
語
教
育
が
小
学
校
３
・

４
年
に
１
時
間
、
５
・
６

年
に
２
時
間
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

３
年
後
の
実
施
を
見
据

え
、
授
業
実
践
を
通
し
た

職
員
研
修
の
必
要
性
や
具

体
的
指
導
の
在
り
方
を
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
平
成
30
年
か
ら
先
行

実
施
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
研
究
課
題
の
一
つ

が
、
事
業
評
価
で
も
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

役
割
で
す
。
新
し
く
英
語

教
育
を
は
じ
め
る
に
あ

た
っ
て
、
４
点
を
検
討
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
報
告
書
の
回
答
】

　

事
務
事
業
評
価
の
結
果

を
受
け
、
下
記
の
と
お
り

担
い
手
育
成
・
確
保
事
業

の
推
進
に
反
映
す
る
よ
う

予
算
措
置
を
講
じ
ま
し

た
。

　

担
い
手
の
経
営
基
盤
の

安
定
等
を
図
る
た
め
平
成

28
年
度
か
ら
担
い
手
確
保

育
成
基
金
を
活
用
し
、
進

め
て
い
る
担
い
手
経
営
強

化
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た

機
械
導
入
等
の
要
望
調
査

を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度

当
初
予
算
に
要
望
数
の
全

数
を
満
た
す
額
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

検
討
課
題

①
小
学
校
英
語
教
育
に
お

け
る
教
科
書
を
使
っ
た
授

業
の
流
れ
に
そ
っ
た
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
活
用

②
小
学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
活
用
の
平
準
化
と
質

の
向
上

③
中
学
校
の
英
語
授
業
以

外
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
生
徒
の

関
わ
り
や
英
語
に
ふ
れ
る

機
会
の
日
常
化

④
４
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
技

能
、
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
等

を
引
き
出
す
場
の
設
定

平
成
30
年
度

　

要
望
数　

27
件　

　

総
事
業
費　

　
　

２
７
０
０
万
円

【
参
考
】

平
成
29
年
度
当
初
予
算

　

件
数　

12
件　

　

総
事
業
費

　
　

１
２
０
０
万
円

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

消
す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
人
数
を
増
員
す
る
よ

り
も
英
語
教
育
を
よ
り

い
っ
そ
う
充
実
す
る
た
め

の
組
織
的
対
応
・
体
制
の

在
り
方
を
ま
ず
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
来
年
度
、

小
学
校
英
語
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
臨
時
講

師
の
配
置
を
予
算
要
望
し

て
お
り
、
学
校
教
育
課
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
臨

時
講
師
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
中
学

校
英
語
教
員
、
小
学
校
英

語
教
育
担
当
者
等
に
よ
る

連
絡
会
議
を
設
定
し
、
課

題
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
能
力
・
意
欲
を
さ

ら
に
引
き
出
し
、
小
・
中

学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

活
用
し
た
授
業
実
践
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領

改
訂
を
こ
れ
ま
で
英
語
教

育
の
見
直
し
の
絶
好
の
機

会
と
捉
え
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
す
る
シ
ス
テ

ム
を
確
か
な
も
の
と
し
、

外
国
語
指
導
助
手
事
業
が

よ
り
充
実
す
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。
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議会報告会での意見、執行部の回答は
　昨年の 11 月に開催した第６回議会報告会でいただいた意見のうち、執行部に見解を求めていたもの
への回答がありましたので、その一部をご報告します。
　出された見解は、ホームページにも掲載しています。

問
（
緒
方
会
場
）

　

18
年
経
過
し
た
と
い
う

理
由
で
、
平
成
29
年
度
に

消
防
団
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
４
台
を
三
重
町

に
配
置
す
る
と
聞
い
た
。

　

こ
の
18
年
経
過
と
は
、

法
規
で
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

回
答
（
消
防
本
部
）

　

消
防
団
車
両
の
更
新
は
、

車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
（
千
歳
会
場
）

　

千
歳
の
保
健
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
す
る
と
聞
い
た
が
、

保
健
セ
ン
タ
ー
は
重
要
で
、

も
っ
と
有
効
に
活
用
す
べ

き
と
思
う
の
で
納
得
で
き

な
い
。

　

そ
も
そ
も
保
健
師
が
常
駐

し
て
い
な
い
の
が
問
題
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
。

回
答
（
市
民
生
活
課
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
健
康
増
進
や
保
健
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
保
健
予
防
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
合
併
前
に
は
三
重

町
を
除
く
各
町
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
過
疎
・
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
で
利
用

者
数
の
減
少
が
進
み
、
保
健

事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に

実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
各
種
健
診
や

健
康
教
室
、
健
康
相
談
等
の

事
業
を
整
理
・
統
合
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

市
は
第
２
期
行
政
改
革
集
中

　

耐
用
年
数
や
更
新
時
期

は
、
法
律
で
は
定
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
市
と
し

て
は
車
両
、
ポ
ン
プ
性
能

の
劣
化
や
部
品
供
給
な
ど

を
考
慮
し
た
上
で
、
18
年

以
上
経
過
し
た
車
両
を
更

新
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
18
年

か
ら
20
年
を
経
過
し
た
三

重
町
管
轄
の
車
両
４
台
を

更
新
予
定
で
す
。

　

平
成
30
年
度
以
降
は
犬
飼

町
、
清
川
町
の
ポ
ン
プ
車
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
公

共
施
設
の
見
直
し
等
を
示

し
、
平
成
22
年
度
に
清
川

保
健
セ
ン
タ
ー
、
平
成
25
年

度
に
朝
地
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
、
平
成
26
年
度
に
犬
飼

保
健
セ
ン
タ
ー
と
緒
方
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
、
平
成
27
年

度
に
大
野
保
健
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
期
行
政
改
革

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
安

全
性
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
支

所
、公
民
館
、保
健
セ
ン
タ
ー

消
防
団
積
載
車
の
更
新
の
基
準
は
？

保
健
師
の
配
置
は
？

更新した新車両

千歳保健センタ−

等
の
機
能
を
統
括
し
た
「
地

域
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
構
想
」
を
示
し
、
千

歳
町
で
は
支
所
と
保
健
セ
ン

タ
ー
を
一
体
的
に
改
修
し
て

地
域
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
設
置
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
は
本
年
３
月
31

日
で
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
保
健
事
業

等
は
、
今
後
は
地
域
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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議会報告会意見、執行部の回答

地域の防災訓練の様子

　

保
健
師
の
配
置
は
、
平

成
27
年
度
ま
で
は
、
本
庁

市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

に
11
人
、
高
齢
者
福
祉
課

に
１
人
、
各
支
所
に
１
人

ず
つ
、
計
18
人
で
各
種
保

健
事
業
や
介
護
予
防
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
末
に
３
人
の

保
健
師
が
退
職
し
、
平
成

28
年
４
月
１
日
付
け
で
１

人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

保
健
師
数
は
２
人
減
の
16

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
対
策

や
介
護
医
療
連
携
及
び
要

保
護
児
童
や
精
神
障
が
い

者
対
策
な
ど
に
専
任
の
保

健
師
配
置
が
求
め
ら
れ
、

高
齢
者
福
祉
課
は
１
人
か

ら
２
人
に
増
員
、
社
会
福

祉
課
に
は
新
た
に
１
人
が

配
属
と
な
り
、
健
康
づ
く

り
部
門
を
担
当
す
る
保
健

師
数
は
13
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
の
中

で
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
支
援
、

医
療
費
の
削
減
や
健
康
寿

命
延
伸
を
目
的
と
し
た
生

活
習
慣
病
予
防
や
重
症
化

予
防
な
ど
、
全
世
代
を
対

象
と
し
た
健
康
づ
く
り
事

業
を
展
開
し
て
い
く
体
制

を
つ
く
る
た
め
保
健
師
を

本
庁
に
集
約
し
、
現
在
は
、

健
康
推
進
室
保
健
師
13
人

で
従
来
ど
お
り
各
町
を
担

当
し
、
住
民
の
健
康
生
活

の
向
上
を
目
指
し
た
保
健

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

近
年
で
は
、
多
様
化
、

高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
各
課
、
支
所
職

員
と
協
働
で
相
談
対
応
等

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
総
合
相
談
窓

口
）、
保
育
所
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

市
民
の
健
康
課
題
の
把
握

に
努
め
、
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
（
大
野
会
場
）

　

過
疎
高
齢
化
が
進
む
と
、

生
命
の
危
機
を
感
じ
る
よ

う
に
な
る
。
特
に
南
海
ト

ラ
フ
等
の
地
震
が
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

中
、
防
災
計
画
が
市
民
に

浸
透
し
て
い
な
い
気
が
す

る
の
で
、
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
行
政
主
導

で
避
難
訓
練
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
非
常
備
消
防
の

再
編
を
か
な
り
行
う
と
聞

い
た
。
常
備
消
防
も
あ
る

が
、
高
齢
化
が
進
む
と
、

消
防
団
員
確
保
も
難
し
い

と
思
う
。

　

常
備
消
防
と
非
常
備
消

防
の
関
係
を
今
後
真
剣
に

考
え
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
と
自
主
防
災
組
織

の
数
を
増
や
し
て
い
く
よ

う
行
政
か
ら
市
民
へ
訴
え

て
も
ら
い
た
い
。

回
答
（
総
務
課
）

　

本
市
に
お
け
る
自
主
防

災
組
織
数
は
、
平
成
29
年

４
月
現
在
で
１
６
１
組
織
、

組
織
率
は
74
％
で
す
。

　

平
成
28
年
度
中
に
避
難

訓
練
や
防
災
啓
発
活
動
を

実
施
し
た
自
主
防
災
組
織

や
自
治
会
は
37
組
織
あ
り
、

防
災
資
機
材
の
購
入
は
６

組
織
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
防
災
士
は

３
９
６
人
が
登
録
、
訓
練

や
防
災
講
和
の
開
催
な
ど
、

自
主
防
災
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
が
南
海
ト
ラ
フ
大

震
災
を
意
識
し
て
、
生
命

を
守
る
知
識
と
行
動
を
習

得
す
る
に
は
、
自
主
防
災

組
織
と
そ
の
地
域
の
防
災

士
と
が
一
体
と
な
っ
て
啓

発
を
図
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
り
、
早
道
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

市
は
自
治
委
員
を
通
じ

て
、
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に

は
、
ま
ず
組
織
の
結
成
を
、

組
織
の
あ
る
地
域
に
は
避

難
訓
練
や
応
急
手
当
等
の

講
習
会
の
開
催
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
か
ら
市

や
市
消
防
本
部
へ
訓
練
要

請
等
が
あ
れ
ば
、
今
後
も

防
災
対
策
は
？

引
き
続
き
活
動
支
援
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
組
織
や

自
治
会
の
役
員
の
皆
さ
ま

は
、
ま
ず
は
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
は
、
大
分

県
の
防
災
訓
練
が
豊
後
大

野
市
と
竹
田
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

も
、
こ
の
訓
練
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

回
答
（
消
防
本
部
）

　

各
種
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
円
滑
な
活
動
を
行

う
上
で
も
、
消
防
団
と
消

防
署
の
緊
密
な
関
係
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

特
に
、
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
消

防
署
の
限
ら
れ
た
消
防
力

で
全
て
の
事
案
に
対
応
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

消
防
団
と
連
携
し
た
活
動

で
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

今
回
の
消
防
団
の
組
織

再
編
は
、
今
後
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て

も
団
員
確
保
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
団
員
の
参
集

基
準
や
行
動
基
準
、
連
絡

体
制
の
明
確
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
常
備
消

防
と
の
連
携
も
う
た
っ
て

い
ま
す
。

　

消
防
本
部
も
、
出
動
体

制
や
関
係
機
関
と
の
連
絡

体
制
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。
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第 7回

議会報告会を開
催します

　議会の活動状況を知っていただくとともに、市民皆さまのご意見をお聴きするために、５月
22 日と 23 日に議会報告会を開催します。
　第１部の議会報告に加え、第２部で、今回は会場ごとにテーマを設定して意見交換をいたし
ます。
　市民皆さまのご意見をお聞かせください。

５月 22 日㈫　午後７時から
　　　　隣保館小集会室（大野町）
　　　　「市道の維持管理について」
　　　　「市政全般について」

５月 23 日㈬　午後７時から
　　　　市役所 5 階委員会室（三重町）
　　　　「行政区再編について」
　　　　「市政全般について」

５月 22 日㈫　午後７時から
　　　　神楽会館会議室（清川町）
　　　　「定住環境の整備について」
　　　　「市政全般について」

５月 23 日㈬　午後７時から
　　　　千歳支所１階コミュニティスペース（千歳町）
　　　　「賑わい創出について」
　　　　「市政全般について」

場　所

場　所

場　所

場　所

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

佐藤辰己

佐藤辰己

衞藤竜哉

衞藤竜哉

首藤正光

首藤正光

宮成昭義

宮成昭義

衞藤正宏

生野照雄

生野照雄

衞藤正宏

小野順一

小野泰秀

小野泰秀

沓掛義範

赤峰映洋 田嶋栄一 吉藤里美 後藤雅克

神志那文寛 川野優治 吉藤里美 後藤雅克

内田俊和 川野優治 穴見眞児 嶺英治

赤峰映洋 田嶋栄一 穴見眞児 嶺英治

神志那文寛

小野順一

沓掛義範

内田俊和
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議会日誌
１月 2 月 3 月
 4 日㈭ 議会広報編集特別委員会
16 日㈫ 議会広報編集特別委員会
30 日㈫ 議会活性化委員会
31 日㈬ 厚生文教常任委員会

  7 日㈬ 全員協議会
20 日㈫ 議会運営委員会
22 日㈭ 議会活性化委員会
　　　　熊本県山江村議会行政視察来市
23 日㈮ 議会運営委員会
27 日㈫ 本会議（議案上程）
　　　　議会広報編集特別委員会

  5 日㈪ 本会議（一般質問）
  6 日㈫ 本会議（一般質問）
  9 日㈮ 本会議（議案質疑）
12 日㈪ 常任委員会
　　　　（総務 ･ 厚生文教 ･ 産業建設）
14 日㈬ 予算特別委員会（特別会計）
15 日㈭ 予算特別委員会（一般会計）
　　　　議会運営委員会
16 日㈮ 予算特別委員会（一般会計）
　　　　議会活性化委員会
23 日㈮ 本会議 ( 閉会 )
　　　　議会運営委員会
28 日㈬ 議会活性化委員会
29 日㈭ 議会広報編集特別委員会

閉会中の議会の動き

議会・議員との意見交換会を
　　　　　　　希望する団体を募集します

こんなことで困っているけど、
どうすれば良いか分からない。
何か良い方法はないかな ･･･。

議会・議員と一緒に考えませんか？

対象は、自治会、地域コミュニティ、市民グループ等の各種団体です。
希望される団体は下記の問い合わせ先まで、ご相談ください。
意見交換のテーマや日程、開催場所等は、要望等を踏まえ事前に協議します。

豊後大野市議会事務局
　℡ 0974−22−1001　内線 2503
市内無料電話
　℡ 9 − 22 − 1001　内線 2503

お問い合わせ先

お気軽に

ご連絡ください。

旧緒方町役場庁舎を現地調査
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　千歳小では、毎年、地域の方々と幼稚園児、５年生で、お米作り
をしています。
　田植えでは、みんなが泥まみれで頑張りました。草取りは５年生
の出番です。稲と雑草の見極めが難しかったです。稲刈りでは、園児、
５年生が一緒に鎌を持ち、田んぼに足をとられながら稲を刈りまし
た。例年よりも多くの収穫がありました。
　そして、最後は餅つきです。最初にお父さんたちが高速餅つきを
しました。すごく迫力があって、私はまねをしたくなりました。で
も、きねが重くてできませんでした。園児と一緒に餅つきもしました。
一年間頑張って作った餅米なので、一生懸命つきました。みんなで
ついたお餅は、とてもおいしかったです。
　地域の方々のおかげで、楽しく学べたお米作りでした。また、園
児とも仲良くなりました。私は、この行事をこれからもずっと続け
ていってほしいと思います。地域の方々、ボランティアの皆さん、
お父さん、お母さん、ありがとうございました。

　三重中学校は全校生徒 412 名の豊後大野市で一番生徒数の多い中
学校です。豊後の国「大分」と、肥後の国「熊本」を結ぶこの豊後
大野市「豊肥の雄」にふさわしい学校にしていこうと、頑張ってい
ます。
　生徒自らが、自分たちの力で中学校生活（三重中スタイル）を創っ
ていくという意識を持ち、主体的に生徒会活動に取り組んでいま
す。
　後期生徒会テーマは「漸進」です。「漸進」という言葉には、「少
しずつ順を追って進む」という意味があります。今の三重中学校を、
もっと良い学校にしていくために、改善していかないといけないこ
ともあります。このことを一気に直すのはとても難しいので、全員
で団結し、少しずつ前に進もうという思いでこのテーマを設定しま
した。クラス数が多い利点を生かし、遅刻ゼロクラスマッチや学習
五則クラスマッチなど、クラスマッチ形式を取り入れ活動していま
す。これからも古き伝統を受け継ぎつつ「漸進」していきます。

楽しく学んだお米作り

〜 豊肥の雄  三重中学校 〜

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介

千歳小学校６年
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議会を傍聴してみませんか？
次回6月定例会は、6月11日に開会予定です。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001
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手続きは、受付にて住所と名前を書くだけです。
　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。


